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財
政
分
析
の
指
標

　

奥
田
議
員　

①
区
の
財
政
分
析

に
お
い
て
、
資
産
状
況
（
ス
ト
ッ

ク
情
報
）
と
経
営
成
績
（
フ
ロ
ー

情
報
）
が
混
在
し
て
い
る
が
、
峻し
ゅ
ん

別べ
つ

し
て
分
析
す
べ
き
で
は
。
②
民

間
で
は
、
最
終
的
な
利
益
に
対
す

る
総
資
産
の
量
で
あ
る
Ｒ
Ｏ
Ａ
と

い
う
指
標
で
資
産
効
率
を
把
握
し

て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
、
区
の

現
状
や
推
移
を
把
握
し
て
は
。

　

答　

①
現
在
の
総
務
省
方
式
で

は
な
く
、
正
確
な
資
産
の
積
算
に

基
づ
く
財
務
諸
表
を
作
成
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
②
指
摘
さ
れ

た
指
標
も
含
め
て
幅
広
く
研
究
し
、

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。

特
別
区
民
税

　

山
崎
議
員　

18
年
度
の
年
代
別
、

１
人
あ
た
り
の
納
税
額
は
50
代
が

26
万
円
と
一
番
多
く
、
40
代
、
60

代
と
続
く
。
今
後
、
団
塊
の
世
代

の
退
職
に
よ
る
税
収
減
が
予
想
さ

れ
、
さ
ら
な
る
収
納
率
向
上
が
求

め
ら
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
カ

ー
ド
決
済
の
仕
組
み
を
早
急
に
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

カ
ー
ド
決
済
は
現
在
、
情

報
収
集
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
収

納
は
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

経
営
本
部
体
制

　

酒
井
議
員　

平
成
19
年
度
に
経

営
本
部
体
制
を
導
入
し
、
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
事
業

部
制
の
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
ね
ら
い
は
何
か
。

行
財
政

行
財
政

行
財
政

行
財
政

　

答　

経
営
本
部
の
調
整
機
能
を

強
化
し
、
事
業
部
制
に
お
け
る
縦

割
り
の
弊
害
解
消
、
部
を
横
断
す

る
案
件
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、

10
か
年
計
画
の
推
進
を
目
指
す
。

契
約
制
度　
　

　

北
原
議
員　

区
で
は
契
約
制
度

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

①
総
合
評
価
方
式
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
②
評
価
項
目
に
は
何

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
区
内
事
業

者
の
地
域
性
な
ど
の
項
目
が
な
け

れ
ば
、
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

①
従
来
の
落
札
価
格
重
視

か
ら
価
格
以
外
の
評
価
要
素
を
考

慮
し
、
工
事
品
質
を
重
視
す
る
も

の
で
あ
る
。
②
業
者
の
経
営
状
況
、

社
会
貢
献
な
ど
を
評
価
項
目
と
考

え
て
お
り
、
地
域
性
な
ど
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

財
務
監
査

　

近
藤
議
員　

①
財
務
監
査
の
指

摘
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
制
度
改
革

で
、
職
員
が
業
務
を
こ
な
し
切
れ

て
い
な
い
表
れ
で
あ
る
。
２
千
人

体
制
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
し
た

条
件
、
基
盤
整
備
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
②
外
部
評
価
の
中
で

「
約
１
千
億
円
を
扱
う
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
公
認
会
計
士
の
関
与
が

な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
外
部

監
査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

①
人
材
育
成
の
戦
略
の
中

で
、
適
正
な
事
務
処
理
を
行
う
職

員
の
育
成
を
図
り
た
い
。
②
外
部

監
査
人
の
高
度
な
専
門
性
を
活
用

で
き
る
事
例
が
あ
れ
ば
、
法
で
定

め
る
手
続
き
を
経
て
実
施
し
た
い
。

財
政
健
全
化

　

林
議
員　

区
は
事
業
の
委
託
化

を
進
め
、
職
員
を
２
千
人
に
減
ら

す
こ
と
で
人
件
費
を
抑
制
す
る
と

し
て
い
る
が
、行
政
評
価
で
は「
ず

っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
う
区
民

の
割
合
」
が
05
年
度
の
32
％
か
ら

06
年
度
に
は
28
％
に
減
っ
た
。
区

民
満
足
向
上
の
た
め
、
た
だ
民
間

に
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、
委
託

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
質
の
高

い
職
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

答　

専
門
的
な
知
識
・
経
験
を

持
つ
人
材
を
仕
事
に
生
か
す
経
験

者
の
採
用
や
、
人
材
育
成
計
画
に

基
づ
く
専
門
性
の
育
成
に
よ
り
、

人
材
を
確
保
し
て
い
く
。

避
難
所
運
営

　

江
口
議
員　

災
害
時
の
避
難
所

は
、
帰
宅
困
難
者
の
対
応
な
ど
、

多
く
の
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
が
、

初
動
態
勢
は
、
地
域
防
災
会
を
中

心
と
し
た
自
主
運
営
と
な
り
、
住

民
の
負
担
が
重
い
。
日
ご
ろ
か
ら

訓
練
を
行
っ
て
い
る
消
防
団
に
避

難
所
運
営
に
加
わ
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

災
害
時
、
消
防
団
は
、
消

防
署
の
指
揮
命
令
下
に
入
る
た
め
、

避
難
所
の
運
営
体
制
に
組
み
込
む

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
避
難

所
開
設
訓
練
な
ど
へ
の
協
力
に
つ

い
て
は
、
防
災
会
、
消
防
署
、
消

防
団
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

動
物
の
避
難
対
策

　

江
口
議
員　

狂
犬
病
の
予
防
接

種
を
行
う
な
ど
、
飼
い
主
に
対
す

る
啓
発
を
行
い
、
ペ
ッ
ト
も
避
難

所
に
避
難
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

危
機
管
理
・
防
災

危
機
管
理
・
防
災

危
機
管
理
・
防
災

危
機
管
理
・
防
災

繰
り
返
し
求
め
て
き
た
が
、
ペ
ッ

ト
の
避
難
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

動
物
の
適
正
な
飼
育
に
つ

い
て
、
飼
い
主
へ
の
啓
発
に
努
め

て
い
る
。
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
づ
く

り
が
必
要
な
た
め
、
引
き
続
き
、

区
の
獣
医
師
会
と
協
議
し
て
い
く
。

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　

小
堤
議
員　

①
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
た
補
助
制
度
の
見

直
し
な
ど
、
空
き
店
舗
対
策
を
充

実
す
る
べ
き
で
は
。
②
著
名
な
新

井
薬
師
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
た
取
り

組
み
を
、
区
商
連
や
地
元
商
店
街

と
推
進
す
る
べ
き
で
は
。
③
に
ぎ

わ
い
創
出
に
は
、
中
小
企
業
振
興

策
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
が
必
要
で
は
。

　

答　

①
や
る
気
の
あ
る
人
が
空

き
店
舗
で
事
業
展
開
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
何
が
ヒ
ッ
ト
す
る
か
、
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
巡
ら
し
、
中
野
ブ
ラ
ン

ド
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
③
産

業
振
興
を
骨
太
に
展
開
し
て
い
く

必
要
性
は
認
識
す
る
が
、
初
め
に

条
例
あ
り
き
と
の
考
え
で
は
な
い
。

地
球
環
境
改
善
基
金

　

久
保
議
員　

区
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
認
証
を
取
得
し
た
が
、
省

産
業
振
興

産
業
振
興

産
業
振
興

産
業
振
興

環
境
・
清
掃

環
境
・
清
掃

環
境
・
清
掃

環
境
・
清
掃

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
呼
び
か
け
る
だ
け

で
は
な
く
、
光
熱
水
費
の
コ
ス
ト

削
減
分
の
一
部
を
地
球
環
境
改
善

基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
緑
化
推
進
な
ど

環
境
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

取
り
組
み
を
計
画
的
、
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
は
、
財
源
確
保
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
基
金
の
創

設
を
検
討
し
た
い
。

環
境
軸
推
進
地
区

　

久
保
議
員　

都
の
環
境
軸
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
中
で
、
山
手
通
り
が
、

快
適
な
み
ど
り
の
幹
線
道
路
の
モ

デ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
道
路
の

み
ど
り
と
公
園
の
み
ど
り
の
一
体

的
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
中

野
駅
周
辺
や
警
察
大
学
校
等
跡
地

を
環
境
軸
推
進
地
区
と
し
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
み
ど

り
の
創
出
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　

答　

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
都
の
環
境

軸
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て
、
中

野
の
ま
ち
全
体
の
み
ど
り
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
る
緑
化
推
進

を
示
し
て
い
る
。

路
上
喫
煙
禁
止
地
区

　

江
口
議
員　

区
は
、
17
年
４
月

か
ら
中
野
駅
周
辺
を
路
上
喫
煙
禁

止
地
区
に
指
定
し
た
。
路
上
喫
煙

は
減
少
傾
向
で
は
あ
る
が
、
徹
底

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
喫

煙
問
題
の
解
決
の
た
め
、
区
内
す

べ
て
の
駅
の
周
辺
を
路
上
喫
煙
禁

止
地
区
に
指
定
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

区
民
な
ど
の
行
動
を
規
制

す
る
た
め
、
指
定
区
域
は
、
必
要

最
小
限
の
地
域
に
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
、
区
民
の
意
見
な
ど
も

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

区
立
保
育
園

　

篠
議
員　

区
立
保
育
園
で
は
、

一
人
の
０
歳
児
を
保
育
す
る
の
に
、

月
額
42
万
円
か
か
る
。
経
費
を
節

減
し
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

子
ど
も
を
育
て
る
江
戸
川
区
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

江
戸
川
区
で
は
、
約
２
１

８
人
の
家
庭
福
祉
員
が
４
０
０
人

を
超
え
る
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い

る
が
、
中
野
区
で
は
環
境
的
に
整

備
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
集
団

保
育
の
場
で
も
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
育
っ

て
い
く
こ
と
を
追
求
し
て
い
き
た

い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
育
料
算
定

　

む
と
う
議
員　

区
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
で
父
母
が
非
課
税
の
場

合
、
祖
父
母
と
同
居
す
る
と
、
別

世
帯
で
あ
っ
て
も
、
祖
父
母
の
課

税
額
で
保
育
料
を
算
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
杉

並
区
、
渋
谷
区
、
新
宿
区
、
練
馬

区
で
は
保
育
料
は
無
料
と
な
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
各
家
庭
の
事
情
を
踏
ま

え
て
算
定
す
る
よ
う
、
算
定
方
法

を
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

保
育
料
は
、
各
区
と
も
に

子
ど
も
・
家
庭

子
ど
も
・
家
庭

子
ど
も
・
家
庭

子
ど
も
・
家
庭

児
童
福
祉
法
に
の
っ
と
っ
て
算
定

し
て
い
る
。
細
か
な
運
用
部
分
に

違
い
は
あ
る
が
、
現
在
の
運
用
に

問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

療
育
セ
ン
タ
ー
ア
ポ
ロ
園

　

久
保
議
員　

給
湯
・
冷
暖
房
設

備
が
老
朽
化
し
、
特
に
、
温
度
に

敏
感
な
児
童
は
適
応
が
難
し
い
。

園
庭
の
遊
具
も
、
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
送
迎
バ
ス
は
、

車
い
す
対
応
で
な
い
た
め
、
多
大

な
労
力
と
時
間
を
要
し
て
い
る
。

改
善
を
図
る
べ
き
で
は
。

　

答　

給
湯
設
備
は
今
年
度
中
に

改
善
予
定
で
、
冷
暖
房
設
備
と
園

庭
遊
具
は
、
耐
震
改
修
工
事
と
同

時
に
行
う
よ
う
検
討
す
る
。
送
迎

バ
ス
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
対

応
も
含
め
、
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
な

ど
の
増
設
を
検
討
し
て
い
る
。

区
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策

　

岩
永
委
員　

①
18
年
度
、
19
年

度
に
区
が
講
じ
た
介
護
保
険
の
保

険
料
・
利
用
料
の
激
変
緩
和
策
と

負
担
限
度
額
減
額
を
、
来
年
度
も

継
続
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
母
子
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
、

住
宅
支
援
と
し
て
、
住
宅
家
賃
補

助
や
転
宅
資
金
の
援
助
な
ど
を
実

施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

①
介
護
保
険
は
、
基
本
的

な
部
分
は
全
国
統
一
的
な
考
え
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
激
変
緩
和
措

置
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
国
の
基

準
に
の
っ
と
り
、
２
年
間
の
実
施

で
経
過
措
置
は
終
了
と
考
え
て
い

る
。
②
現
在
、
家
賃
補
助
は
考
え

保
健
・
福
祉

保
健
・
福
祉

保
健
・
福
祉

保
健
・
福
祉

て
い
な
い
が
、
居
住
安
定
事
業
の

充
実
を
図
る
中
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

区
民
健
診

　

岩
永
委
員　

20
年
度
か
ら
、
国

保
加
入
者
は
40
〜
74
歳
ま
で
を
対

象
に
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
区
は
、
特
定
健
診
の
必
須

４
項
目
以
外
の
心
電
図
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
眼
底
検
査
な
ど
、
従

来
の
身
体
状
況
全
体
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
な
健
診
を
実
施
し
、

区
民
健
診
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

答　

保
険
者
の
実
施
義
務
で
あ

る
特
定
健
診
を
見
な
が
ら
、
区
が

実
施
す
る
健
診
項
目
を
考
え
て
い

き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
料

　

山
崎
議
員　

18
年
度
、
税
金
を

ま
じ
め
に
払
っ
た
人
の
お
金
が
、

保
険
料
を
払
わ
な
い
人
の
た
め
に

15
億
円
も
使
わ
れ
た
。
滞
納
は
、

払
え
る
の
に
払
わ
な
い
と
い
う
意

識
の
問
題
で
あ
る
。
収
納
率
向
上

の
た
め
に
は
意
識
改
革
が
基
本
で

あ
る
が
、
税
金
、
保
険
料
と
も
に

払
わ
な
い
人
を
名
寄
せ
し
て
滞
納

整
理
を
す
れ
ば
、
収
納
率
が
向
上

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

現
在
、
税
、
国
保
と
も
に

滞
納
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
収

納
率
向
上
に
努
力
し
て
い
く
。

就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム　

　

北
原
議
員　

生
活
保
護
受
給
者

の
中
で
稼
動
年
齢
層
へ
の
対
応
は
、

重
要
な
政
策
課
題
と
考
え
る
。
①

就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
状
況
と
そ
の
効
果
は
。
②
稼
動

年
齢
層
へ
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。


